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平均年齢は 68 歳（47～77 歳），3名が男性，末期腎臓病
は 3名であった．そして，全員が病変を左室に有し，そ
のうち僧帽弁に病変を有するのが 4名で中隔に 1名，ま
た平均の腫瘍径は直径11mm～25mmであった．CTの
結果は，多くの症例で低信号を示し（80％），石灰化病
変の体積は2,575±894mm3，平均CT値は282±47HU，
石灰化スコア（agastonscore）は3,512±1,204であった．
CATに対して手術したのは3名で，いずれも脳梗塞発症
を手術の決定要因としており，術後の組織病理では，縮
退した線維肉腫および限局性炎症が混在した石灰化非晶
質の混合を示した．〔結論〕この検討はCATをMDCT
により定量的に評価した最初の報告で，他疾患と比較す
ることで術前診断の助けとなる可能性がある．またCAT
は再発の報告があり，病理組織でCATと診断した症例
は，再発を考慮した経過観察が必要である．
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